
EPAを「知っている」から「使いこなす」へ

暮らしを結ぶ。世界を結ぶ。未来を結ぶ。

北海道輸出促進セミナー

株式会社阪急阪神エクスプレス

通関部 | EPA関税認定アドバイザー

服部 彰

EPAを から へ

～EPA関税認定アドバイザーと関税戦略～

「知っている」 「使いこなす」



EPAを「知っている」から「使いこなす」へ

阪急阪神東宝グループは、阪急電鉄株式会社、阪神電気鉄道株式会社を中心に構成される阪急阪神 ホール

ディングスと阪急百貨店および阪神 百貨店を運営するエイチ・ツー・オー リテイリング、東宝グループを

中心に構成される企業グループです。

阪急阪神東宝グループ
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EPAを「知っている」から「使いこなす」へ

グローバルに展開する高品質なサービスとともに、

お客様に最適なロジスティクスをプロデュース します。

急速な経済のグローバル化や新興国の台頭によって、今までにない大きな変化や多様化への対応が求められています。当社は、

国際物流のパイオニアとして半世紀以上にわたる海外事業展開により培ってきた実績とノウハウを活かしながら、これまで以上

にグローバルな戦略を策定・実行し、さまざまな事業に取り組んでいます。

各サービスのさらなる品質の維持・向上に努め、お客様の良きビジネスパートナーとして、ワンストップでご提供できる高品質

なカスタムメイドのロジスティクスをプロデュースし、お客様にとって最適な サプライチェーン・マネジメント をサポートします。

通関業
CUSTOMS CLEARANCE

国際航空貨物輸送
INTERNATIONAL AIRFREIGHT TRANSPORTATION

国際海上貨物輸送
INTERNATIONAL MARITIME CARGO TRANSPORT

国内輸送
DOMESTICS FREIGHT

ロジスティクス
LOGISTICS

私たちの事業
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29 の国と地域、 193 拠点
4
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特定の国や地域間で、 貿易や投資の

自由化・円滑化を通じて締 約国間の

経済関係を強化する協定 。

輸入にかかる関税の撤廃・削減 だけにとどまらず 、

サービス業を行う際の規制の緩和・撤廃、投資ビジ

ネス環境の整備、各種経済制度の調和など、幅広い

分野での経済関係の強化を目的としています。

日本が締結している EPA

2002 11 日シンガポール (日本初のEPA)

2005 04 日メキシコ (北米拠点の重要協定)

2006 07 日マレーシア

2007 09 日チリ

11 日タイ (アジア最大の自動車産業集積地 )

2008 07 日インドネシア

日ブルネイ

日ASEAN包括的経済連携(AJCEP)協定

(広域調達の基盤)

2008 12 日フィリピン

2009 09 日スイス

10 日ベトナム

2011 08 日インド CEPA

2012 03 日ペルー

2015 01 日豪

2016 06 日モンゴル

2018 12 CPTPP(メガ EPAの幕開け)

2019 02 日EU( 世界最大級の先進経済圏)

2020 01 日米貿易協定・日米デジタル貿易協定

2021 01 日英

2022 01 RCEP(中韓を含む最大級の協定 )

01 EPAの定義とビジネスへの影響
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関税の段階的

削減・撤廃

関税の段階的削減・撤廃に

よりコストが下がり、価格

競争力が向上して 販路が

拡大。

02  EPA 活用のメリット

手続き の簡素化と

貿易の円滑化

手続き の簡素化で貿易

コスト と時間が削減され、

物流の円滑化でビジネス

拡大が容易に。

投資環境の整備

投資・サービスの 自由化で

海外進出が容易になり、

新市場開拓やサプライチェー

ン強化が進む。
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出典： EPAを利用した輸出の最高について / 函館税関

北海道における農林水産物・食品の輸出について / 北海道農政事務所

輸出に関するアンケート調査 JETRO資料

輸出企業のEPA利用率
2019 年の51.2% から約 10ポイント上昇。特 にRCEP発効以降、中国・ 韓国向けの

利用が急増。

14.8  兆円超

61.3 ％

1,000 億円超

EPA適用輸入額
2002 年日本初のEPA発効時は約100 億円でしたが、それが年々増加し、 2024 年には

14.8 兆円に。成長率：約 1,500 倍。

北海道水産物・食品の輸出額
2002 年当時の北海道水産物・食品の輸出額は約 130 億円規模。

それが現在では約 1,000 億円超規模に拡大。

63.2 %
人件費、社内リソース負担

EPA理解や手続き対応を含む人件費・社内リソースの負担 63.2% ですが、手間やコ

ストを考慮しても、 EPA活用のメリットの方が大きいと回答した企業が 69.1% 。

03  加速する EPA活用
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対象品目 輸出先
通常関税
(MFN)

EPA適用税率 削減効果(想定)

ホタテ
(冷凍)

タイ 5.0% 0% (JTEPA) 1コンテナあたり 数十万円〜

菓子
(ビスケット )

ベトナム 15.0% 0% (CPTPP / AJCEP / VJEPA) 関税コストが実質 ゼロに

日本酒 中国 40.0% 30.5% (RCEP 段階引下げ) 競合国に対する優位性

北海道産品のEPA活用シミュレーション

04  EPA 活用によるコスト競争力の変化
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実務直結型コンサルティングへの進化

社内えりすぐり の通関プロフェッショナル たち を集結。

通関シンクタンクチーム 結成！

サプライチェーンの円滑化に貢献したい ―その思いから、

アドバイザーに よる積極的支援 を展開中！

CPTPPが発効され、 加盟国への海外進出が容易になる。

「これからの貿易業務を通関 シンクタンク と共に」

通関シンクタンクプロジェクトスタート！
日EU・ EPAが発効され、 世界最大級の自由で先進的な経済圏が誕生。

プロジェクト 活動のノウハウを蓄積

通関シンクタンクチームを

専門部署として組織化

⚫ 日本と ASEANなど計 15か国について RCEP発効。

2019

2020

2021

2025

2018

2022

⚫ EPA協定ごとの原産地規則の相違点 と解釈 。

⚫ 複数のEPAが適用可能な場合の関税メリット 比較シミュレーション 。

⚫ 事後調査(EPA適用内容の検証)への対応事例と その教訓 etc.

EPA関税認定アドバイザーを取得

⚫ 体制拡充と能動的支援を加速 させ、有償コンサル

モデルの確立。

05  通関シンクタンクの歩み
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2024

メガ EPA時代の幕開けとプロジェクトの始動
～市場が「手探り」だった 2019 年に、私たちが動いた理由～

06  プロジェクト始動の背景

有償コンサルティングモデルを業界に先駆けて構築

予測が「確信」に変わった現在

⚫ 市場の成熟 かつて「関心あり」とした企業の利用率は 2024 年には 61.3% まで急伸 (JETRO 調査)。

⚫ 現在の課題 活用が当たり前になった一方で、管理の甘さによる「事後調査リスク 」や、多忙 な現場の

「リソース 不足」が新たな経営 課題に。

⚫ 先駆者の強み 2019 年から積み上げたノウハウがあるからこそ、制度の表面的な解説ではない実務の

「 ツボ」を押さえた支援が可能。

チーム立ち上げの背景2019

⚫ 当時の市場環境 日本の輸出における EPA利用率はわずか 51.2% (JETRO調査)。

⚫ 課題の予見 CPTPPや日EU・ EPAの発効により、ルールが複雑化すること は明白。

多く の輸出入者において「 EPA利用に関する事務体制」が整っていないという現実に着目。

⚫ 当社の戦略 単なる通関代行から脱却し、「フォワーダーの機動力」 ×「通関の専門知見」を融合。
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EPAを「知っている」から「使いこなす」へ

⚫ 経営層のEPA活用の認識不足｡

⚫ 各EPAで証明書形式や要件が異なる ｡

⚫ 都度の制度把握が必要｡

⚫ 輸出国と輸入国で原産地証明 書や取り扱いのルールが 異なる ｡

⚫ 複雑な原産地規則に対する理解の難しさ ｡

⚫ HSコードの誤分類リスク ｡

⚫ 原産地証明書作成・発給のための時間と費用 ｡

⚫ 専門体制の欠如や専門スキルが必要な通関士不足 ｡

荷主、通関業者の課題

07  抱える課題

12



EPAを「知っている」から「使いこなす」へ

EPA の複雑な制度やルールを分かりやすく説明し、協定関税率適用による関税納付額削減を可視化指標と する 、コンサルティング

サービスを提供。 荷主様が安心して EPAを活用できるよう、専門的な視点から実務支援を行っています。

証明関係書類を丁寧

に確認します。

荷主様の社内に向け

て勉強会を実施。

疑問点を直接解決

します 。

具体的に実務をサ

ポート。荷主様の事

情に即しアドバイス

します。

書類をご用意いただ

いた上で、税関への

確認・照会対応まで

一貫してサポートし

ます。

コンサルティングサービス

この書類で適用

になるのか不安

…

最初に何をした

ら良いの か分か

らない。

EPAの数が多く

複雑で分かり

にくい。

原産地証明書の

内容が複雑…

HSコード が

分からない。

海外現地法人への

勉強会を実施し、

グローバルな EPAに

対応しています。

海外でも EPA

を理解して

ほしい。

荷主様からの制度に対する要望

EPA全般に関して、荷主様へ のヒアリングおよびアンケート 調査の内容

08  当社の取り組み
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直接的利益
（ Offense ）

広域連携
（ Global ）

リスク回避
（ Defense ）

お客様の
お困り事

当社のアク
ション

実績成果

膨大な通関実績があり、

関税を支払うのが「当たり

前」「どの品目が削減可能

か」の検証が手付かず。

税関の事後調査で指摘を受け

たものの、社内に原産地判定

を整えるノウハウがなく 、

是正方法が分からない。

海外拠点への設備輸出にお

いて、 拠点間の知識格差に

より EPA活用が進まない。

過去の通関実績から削減余

地をデータ診断。通関 シン

クタンクチームが能動的に

利益創出の機会を特定。

通関シンクタンクメンバー

が実務に深く入り込み、

ルールに基づいた判定

ロジック を再構築。

海外現法へ伴走型教育を

実施。自社 ネットワークを

活かし、国境を越えた商流

フローを最適化。

200 社以上の通関実績に

基づき 、 3年間で約21億円

の関税を削減。 企業の

コスト 競争力を直接強化。

約1.7 億円の追徴課税

リスク をゼロ化。事後 調査

に動じない コンプライアンス

体制をお客様と共に構築。

多国間を繋ぐ「ボーダレス

な節税」を実現。設備移転

PJにて約 3,500 万円の

グローバル 節税を達成。

09 当社の活動実績
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経営層への「関税マネジメント」の 重要性訴求

⚫ EPA活用が経営課題に直結すること を啓発。

サプライチェーンの リスクマネジメント強化

⚫ 地政学リスク等に伴うサプライチェーン再編時 のEPA

適用判断体制の構築。

ガバナンスの強化と コンプライアンス維持

⚫ 事後調査による追徴課税・信用リスクを回避 するため

の「原産地管理」 の徹底。

社内教育

⚫ 税関や通関業者主催のセミナー参加を通じて 制度理解

を促進。

専門性確保のため外部委託

⚫ HSコード分類、原産地証明、適合性確認など を通関

業者に依頼。

専門スキルを有する通関士の不足

⚫ 通関士資格取得に向けた社内支援や税関セミナーへの参加。

⚫ 日本通関業連合会が認定する。

“EPA関税認定アドバイザー制度” を活用した育成

顧客支援の強化

⚫ EPA勉強会の実施および EPA判定や原産地証明取得支援。

→有償コンサルモデル確立。

⚫ 荷主やサプライヤーへの伴走型支援。

⚫ 海外倉庫・輸送ネットワークと EPAを融合させた、サプライ

チェーンの最適化支援。

税関との連携強化

⚫ 事後確認の事例および国別課題の共有、顧客展開。

業務効率化・高度化

⚫ 生成AIによる HSコード分類支援、自動審査体制の模索。

10  今後の展望

1515

荷主の展望 通関業者の展望
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財務省関税局EPA有識者勉強会報告書（ 令和7年1月30日）転用：

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#


EPAを「知っている」から「使いこなす」へ 17

財務省関税局EPA有識者勉強会報告書（ 令和7年1月30日）転用：

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#


EPAを「知っている」から「使いこなす」へ 18

財務省関税局EPA有識者勉強会報告書（ 令和7年1月30日）転用：

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#


EPAを「知っている」から「使いこなす」へ 19

財務省関税局EPA有識者勉強会報告書（ 令和7年1月30日）転用：

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#


EPAを「知っている」から「使いこなす」へ 20

財務省関税局EPA有識者勉強会報告書（ 令和7年1月30日）転用：

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#


www.hh -express.com© HANKYU HANSHIN EXPRESS Co., Ltd.

Thank You !

通関部

Professional Customs Clearance Team

EPA関税認定アドバイザー
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日本の宝を世界へ 〜丹波篠山の黒大豆、シンガポールへの挑戦 〜
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